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第３１回新型コロナウイルス感染症に係る危機対策本部会議 

（新型インフルエンザ等対策本部会議） 議事録 

 

日時：令和３年２月５日（金）１５：３０～１５：５０  

場所：第三応接室 

 

○坂本危機管理局次長 

ただいまから、第３１回新型コロナウイルス感染症に係る危機対策本部会議を開催いた

します。 

本日の手話通訳者は、「障害福祉課 手話通訳者 山上 美紀（やまがみ みき）さん」

と、同じく「障害福祉課 主査 長尾 和歌子（ながお わかこ）さん」のお二方です。 

はじめに、「危機対策本部の対応状況」につきまして、統括調整部長より説明を願います。 

 

○貝守統括調整部長 

 それでは、危機対策本部の対応状況の資料をご覧ください。 

 本日の会議の開催趣旨でございますが、緊急事態宣言の期間延長及び区域変更、並びに政

府の「基本的対処方針」の変更を踏まえた対応の確認です。 

 県の対応についてでございますが、各部の対応状況については次のページからとなって

おります。前回の本部会議からの追加変更等があった部分につきましては、アンダーライン

を引いております。追加されました主な対応としては、８ページをお開きください。健康福

祉部の最後になりますが、新型コロナウイルス感染症に係る危機対策本部健康福祉部保健

医療調整本部内に「ワクチン接種体制整備チーム」を設置しております。１月１５日でござ

います。 

 その他、主なものとすれば、１７ページをお開きください。「教育部」の最後でございま

すけれども、高校における部活動関係のクラスター発生を受けて、部活動に係る対外試合等

の活動及び外部人材の来校による直接の指導等の原則禁止等について、2 月 1 日付けで通

知ということとなっております。これらにつきましては、後ほど関連して部長から説明がご

ざいます。以上です。 

 

○坂本危機管理局次長 

 続いて、「感染症の状況」及び「青森県のワクチン接種体制整備状況」につきまして健康

福祉部長より説明がございます。 

 

○有賀健康福祉部長 

 それでは健康福祉部と右肩にある資料をご覧ください。 

 感染症の県内の状況ですが。昨日１６時３０分時点で、これまでに判明した感染者数が計

７３６名、入院中の方が３７名、宿泊療養施設等利用者が１８名、自宅療養中の方が２名と

なってございます。検査、相談センターでの相談件数、コールセンター相談件数については

ご覧のとおりでございます。１枚お捲りいただきまして、療養・検査状況について、詳細を

こちらに載せさせていただいております。入院者数、宿泊療養者数、自宅療養者数、調整さ

れている方というのは先ほど述べたとおりでございます。また、検査状況についてはこのと

おりでございます。また、感染経路についてもこれまでのものをまとめて書いております。

確認しているものとしては（１）になります。県外関連としてはっきりしているものについ

ては（２）に掲載しております。 

 次にお捲りいただきまして、県のワクチン接種体制の整備状況についてご報告いたしま

す。予防接種自体はもともと市町村業務ということになっておりますけれども、まず、「医

療従事者向けの先行接種」、こちらは国が主体となって調整するものとなっております。そ

の次の「医療従事者向け優先接種」、この３７０万人程度、こちらは、都道府県、つまり県
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が調整主体となって実施するものとなっております。現在は、医療機関との調整や団体との

調整、そして冷凍庫の配備等について実施しているところでございます。「高齢者向け優先

接種」が始まっていきますが、こちらは市町村が調整主体となっておりますので、今後、市

町村と連携しながら各事業を進めていくということになります。 

 なお、ワクチンですが、地域担当卸業者というものが５社ございまして、そこで担当地域

を割り当てて流通させるということを予定しております。また、医療従事者向け優先接種に

ついては、「基本型接種施設」１６施設、更に「連携型接種施設」５２施設について設定し

たところでございます。以上です。 

   

○坂本危機管理局次長 

「新型コロナウイルス感染症に関する青森県対処方針の変更等」につきまして、統括調整

部長、お願いいたします。 

 

○貝守統括調整部長 

 まず、「新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言の期間延長及び区域変更」と表題がある

資料でございますが、これは、２月２日の国会報告の資料にあたります。「記」以下ですけ

れども、「緊急事態措置を実施すべき期間」、令和３年１月８日から３月７日までとするとい

うことで、変更前は２月７日までとなっていたものを 1 ケ月延長したものでございます。

「（２）緊急事態措置を実施すべき区域」につきましては、ここに１０都府県列挙してござ

いますが、栃木県が外れたということになります。 

 一枚お捲りいただきまして、「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」令和３

年２月 2 日変更について、かいつまんでポイントのみを説明いたします。主な変更点とす

れば、まず１５ページをお開きください。真ん中以下ですけれども、「（３）まん延防止」外

出の自粛というところで、「特定都道府県は」、ちょっと飛んでなお書きのところですけれど

も、「不要不急の都道府県間の移動や感染が拡大している地域への不要不急の移動は極力控

えるように促す」、この部分が追加となってございます。 

 その他、１９ページをお開きください。１９ページの上方（６）ですけれども、「緊急事

態措置を実施すべき区域から除外された都道府県における取組等」ということで、今回の場

合、栃木県が該当するものでございますけれども、こうした都道府県につきましては、必要

な対策はステージⅡ相当以下に下がるまで続けることを基本として、対策を段階的に緩和

するとされております。「外出の自粛」、「イベント開催」については段階的に緩和します。

それから飲食店の営業時間の短縮の要請については継続することとされております。 

 その他、本県の体制において大きく関係する等の変更はございません。この資料につきま

しては以上となります。 

 続いての資料、「新型コロナウイルス感染症に関する青森県対処方針」をご覧いただきた

いと思います。令和３年２月５日変更でありますが、変更した部分といたしまして、３ペー

ジ。マルが並んでおりますけれども、上から４つ目。今回ワクチン接種の対応が明らかにな

ってきたことから、国の対処方針と合わせまして、「国の指示のもと、市町村における速や

かなワクチン接種体制の整備を支援する」という文言を追加してございます。その他は最後

のページ、５ページ（別紙）でございます。特別措置法に基づく協力要請の内容ですが、ま

ず、期間につきまして「３月７日」までということで、この部分を変更してございます。そ

の他、内容については変更はございません。「外出全般」のところでは、「３」の特定都道府

県との不要不急の往来は控えること、１０都府県になります。それから４番目、特定都道府

県から移動してきた方は、健康観察を徹底するとともに、人との接触は必要最小限にとどめ

ること、これらにつきまして要請を継続するということとしております。私からは以上です。 

  

○坂本危機管理局次長 

 次に、「高等学校の新型コロナウイルス感染症クラスター発生への対応について」教育部
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長より説明がございます。 

 

〇和嶋教育部長 

 右肩に教育委員会と書いてあります資料をお願いいたします。 

 「高等学校の新型コロナウイルス感染症クラスター発生への対応について」でございます。 

 まず、令和２年１２月の事案です。県立高等学校において、当該校の生徒及び教職員、４

８名が感染したほか、このクラスターに関連して、他校の生徒を含む１３名の感染が判明し

ました。この事案発生を踏まえた対応として、１２月２８日に、各学校において、感染防止

対策が徹底されているか点検の上、冬季休業期間終了後の対策に万全を期すよう通知して

おります。１月４日には、１月１７日までの２週間、原則として県立学校の部活動に係る対

外試合､合宿等の活動を禁止する旨通知しております。翌日５日には、不安を感じている生

徒たちの心のケアのため、私より、生徒あてのメッセージを発信しております。１月２９日

には、県立学校及び私立学校を対象に臨時校長会議を開催しまして、「学校における感染症

対策」について、健康福祉部の講話等を実施しております。 

続いて、令和３年１月の事案でございます。高等学校において、部活動に関連するクラス

ターが２件発生いたしました。関連も含めた感染者は、１件目の事案で５２名、２件目の事

案では６名となっております。この１２月及び１月の事案発生を踏まえた対応として、２月

１日に、当面の対応として２月２８日までの間、部活動に係る対外試合等の活動及び外部人

材の来校による直接の指導等を原則禁止する旨通知しております。また、本日付けになりま

すが、学校において教育活動を実施する上で、感染防止を図るための留意事項について通知

したところでございます。以上でございます。 

 

○坂本危機管理局次長 

 ここまでの説明等につきまして、質問等ございますれば。よろしいでしょうか。 

それでは本部長からの指示事項と県民に向けたメッセージがございます。 

 

〇三村青森県危機対策本部長 

 今般の緊急事態宣言の期間延長により、引き続き本県の観光産業等への影響が見込まれ

るところです。 

関係事業者への影響緩和を図るため、継続措置を講じた「あおもり宿泊キャンペーン」や

「県産品を買って贈ってスマイルキャンペーン」について、より一層の周知と活用の促進に

それぞれ努めてください。 

その他の分野におきましても、緊急事態宣言の影響を適切に把握・分析の上、必要となる

施策について速やかに実施するよう指示いたします。 

次に、運動部活動等に関連するクラスターの発生について、先ほど教育部長から対応につ

いて説明がありましたが、児童生徒が安心して部活動に参加できるよう、教職員や児童生徒

をはじめ関係する全ての方々に対しまして、具体的な感染防止対策を周知徹底するようお

願いいたします。 

次に新型インフルエンザ等対策特別措置法等について、去る２月３日、特措法等が改正さ

れたところでありますが、知事の権限の見直しに伴い県において新たに発生する業務等が

見込まれますことから、今後示される具体の運用等も踏まえ、必要な体制を検討するよう指

示します。 

緊急事態宣言の期間延長など厳しい感染状況が続いていますが、本県における感染まん

延や医療崩壊は何としても回避するとの強い決意の下、全職員が一丸となって全庁体制で

取り組むよう指示します。 

 

県民の皆様方にお話しさせていただきたいと思います。 

 去る２月２日、新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言の期間延長及び区域変更が決定
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されました。 

青森県としましては、先の緊急事態宣言発出を踏まえ、１月８日から県民の皆様方に対し

まして緊急事態宣言の対象となっている特定都道府県との不要不急の往来について控えて

いただくよう協力要請しているところでありますが、今般の期間延長に伴い、２月８日以降

につきましても同様の御協力をお願い申し上げます。 

また、これら特定都道府県から移動してきた方におかれましては、青森県滞在中、健康観

察を徹底していただきますとともに、人との接触は必要最小限にとどめてくださるようお

願いをいたします。 

なお、仕事や大学受験・就職活動、あるいは各種国家資格試験等のための移動を制限する

ものではありませんので御留意願います。 

次に感染状況についてでありますが、青森県におきましては継続的に感染症患者が発生

しており、県外との往来に由来する事案だけではなく、感染経路が不明な事案も見られます

ほか、今年に入ってからは、多数のクラスターの発生が確認されています。 

現時点におきましては、医療提供体制に支障を来すような状況にはありませんが、緊急事

態宣言が延長されるなど大都市圏では依然として厳しい感染状況にあること等も踏まえ、

引き続き厳重な警戒が必要であると認識しています。 

 従前県内では、クラスターは主に飲食店や介護施設などで発生していたところでありま

すが、最近は、学校の運動部活動や各種スポーツ活動においても確認されているところです。 

スポーツ活動におきましては、多くの人数が集まりますとともに、マスクを外さざるを得

ない状況で呼気量が増加することから、感染リスクが高まります。 

特に活動前後における更衣室での着替え、ミーティング、練習後の歓談など、気持ちが緩

みがちとなる「場面の切り替わり」における「マスクなしでの会話」などの機会も多くなっ

ているところです。 

換気や共用部分の消毒など施設管理上の感染防止対策はもとより、参加者・指導者ともに

会話や発声時のマスク着用を徹底するなど十分にご注意していただくようお願いします。 

小・中・高校生の皆さんも、部活動などを通じて感染しないよう、先生等からの注意事項

を良く守ってください。  

先般、県立・私立の校長先生方に集まっていただいて、健康福祉部の方から様々な実例を

挙げての勉強会が行われました。そういったことについてもきちんと耳を傾けていただけ

ればと思っています。先生方からの注意事項をよく守ってください。 

青森県の感染状況は、予断を許さない状況が続いておりますことから、県民の皆様方には、

重ねてのお願いとなりますが、「三密」の回避など基本的な感染防止対策を徹底していただ

きますとともに、「飲酒を伴う懇親会等」「大人数や長時間に及ぶ飲食」「マスクなしでの会

話」「狭い空間での共同生活」「居場所の切り替わり」といった「感染リスクが高まる『５つ

の場面』」に該当する場面がどこにあるのかそれぞれ確認の上で、場面に応じた感染防止策

を実践してくださるようお願いいたします。 

今般の緊急事態宣言の期間延長に伴いまして、特定都道府県との往来を控えていただく

など、引き続き県民の皆様方の生活に影響が及ぶこととなりますが、本県における感染まん

延や医療の崩壊を避けるためには、県民の皆様方お一人お一人の取組の積み重ねが不可欠

でございます。 

これまでも、大変ご協力をいただいておりますが、重ね重ねということになりますけれど

も、県民の皆様方の特段の御理解と御協力をお願い申し上げます。よろしくお願いします。 

 

○坂本危機管理局次長 

以上をもちまして、本日の本部会議を終了とさせていただきます。ありがとうございまし

た。 


